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K資料目次刃

表紙

東海地域中部［榛原,静岡栗原(草薙)］地下水3成分歪;中期

東海地域中部［静岡栗原(草薙)］3成分歪;中期

東海地域中部［榛原,静岡栗原(草薙)］地下水3成分歪;長期

東海地域南部［大東,小笠,浜岡,御前崎］地下水;中期

東海地域南部［大東,小笠,浜岡,御前崎］地下水;長期

東海地域南部［浜岡］地下水･沈下;長期

東海地域南部［掛川］地下水･沈下;長期

東海地域西部［豊橋,豊橋多米(豊橋東)］地下水･歪･傾斜;中期

東海地域西部［豊橋多米(豊橋東)］歪等;中期

東海地域西部［豊橋･豊橋多米(豊橋東)］地下水･歪･傾斜;長期

東海地域西部［豊橋多米(豊橋東)］歪等;長期

伊豆半島東部［松原174,江戸屋,大室山北,冷川南,伊東1］地下水;中期

伊豆半島東部［松原174,江戸屋,大室山北,冷川南,伊東1］地下水;長期

関東地域［つくば1］地下水;中期

関東地域［つくば1］地下水;長期
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東海地域中部（榛原・草薙）中期（時間値）
(2012/08/0100:00-2012/11/0100:00)

榛原気圧[hPa]榛原降水量[mm
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コメント：＊;雨量補正不十分．＄;保守．
@:月初めの補正値のギャップは，
解析プログラムの見かけ上のものである．
歪3(N226成分)は2009年6月16日の雷で故障し
表示していない．

09

＠

計器深度GL-336in

10

o謀 I爵

蓑＜ご墓
日11

60

O

[m]

m

1.5

x10-9

2000

東海地域中部中期 産業技術総合研究所資料資料-1



1030

970

ml

6

M

3

x10-9

3000

[x10-9

3000

東海地域中部（草薙・歪）中期（時間値）
(2012/08/0100:00-2012/11/0100:00

静岡栗原(草薙）気圧[hPa]静岡栗原(草薙）降水量[mm]

静岡栗原3(草薙3）水位[ml静岡栗原3草薙3水位BAYTAP
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コメント：＄;保守．

静岡栗原1の降雨に伴う水位変化は
地表から水が流れ込むためと思われる．
歪3(N226成分)は2009年6月16日の雷で故障した
表示していない．
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東海地域中部（榛原・草薙）長期（時間値）
(2010/11/0100:00-2012/11/0100:00)

榛原気圧[hPa]榛原降水量mm
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コメント：＊;雨量補正不十分．？;原因不明．
歪N226成分が2009年6月16日の雷で故障した． 雲1時

蝋
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東海地域南部地下水観測結果中期（時間値）
(2012/08/0100:00-2012/11/0100:00)
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東海地域南部地下水観測結果長期（時間値）
(2010/11/0100:00-2012/11/0100:00)
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静岡評コメント：

$;保守．*;雨量補正不十分．
めの補正値のギャップは，@;月初

解析プログラムの見かけ上のものである．
2011年3月15日頃～4月28日の

○謀多米

蝋
御前崎の水位の上昇については，
ガス測定システムの故障によると思われる．

､大東・小笠の井戸口から水が時々溢れるようI
一
」

ので，2011年9月21日に井戸口の管を
た．
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浜岡沈下・水位（時間値）
(2010/11/0100:00-2012/11/0100:00)
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掛川沈下・水位（時間値）
(2010/11/0100:00-2012/11/0100:00]
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東海地域西部（豊橋・豊橋東）中期（時間値）
(2012/08/0100:00-2012/11/0100:00)
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コメント：＄;保守．？;原因不明．
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東海地域西部（豊橋東
2012/08/0100:00

豊橋多米(豊橋東)歪N356Ex10-9

歪）中期〈時間値）
-2012/11/0100:00
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コメント：＄;保守．？;原因不明．
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東海地域西部（豊橋・豊橋東）長期（時間値）
(2010/11/0100:00-2012/11/0100:00)
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コメント：＄;保守．？;原因不明．

傾斜計データの処理方法を変えたので，
地震時のパルス状の変化が見えにくくなった．
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東海地域西部（豊橋東歪）長期
2010/11/0100:00-2012/11/01
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伊豆半島東部地下水位・
2012/08/0100:00

大室山北気圧hPa

松原174号井水位ltd

江戸屋水位Did

大室山北水位nd

冷川南水位nd

自噴量中期（時間値）
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大室山北雨量mnd
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伊東1号自噴量[|/min]伊東1号自噴量BAYTAP
320

220
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コメント：＄;保守．？;原因不明．
松原174号井は静岡県による観測．
伊東1は，休日・年末年始に周囲の
温泉使用量が増加するため，自噴量が減少する．
伊東1の自噴量は，量が少なくなると
配管構造のため，見かけ上，値がばらつく．
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伊豆半島東部地下水位‘
(2010/11/0100:00

大室山北気圧[hPa]

自噴量長期
一別12/11/01

大室山北雨量

（時間値）
00:00)

[mm]
1040 100

940

Did

2.5

0

nd

2.5

松原174号井水位Dn 松原174号井水位BAYTAP

江戸屋|水位 Dn] 江戸屋水位 (BAYTAP
nd

2.5

nd

2.5

l

[nd

l

大室山ヨヒ
’1
水位 大室山北 水位 (MR-AR)

Did

12

Did

12

I

冷川南｜水位 冷川南水位 BAYTAPnd
nd

12

nd

12

I

[l/*iin]伊東'亭自噴量 (BAYTAP自噴量伊東1号
350320 1

1m

熱
Ｉ
癖

11.03.11．

東北地方太平洋沖
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コメント：＄;保守．？;原因不明．
松原174号井は静岡県による観測．
伊東1は，休日．年末年始に周囲の温泉使用屋
が増加するため，自噴量が減少する．
伊東1の自噴量は，量が少なくなると
配管構造のため，見かけ上，値がばらつく．
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関東地域地下水観測結果中期（時間値）
（別12/08/0100:00-2012/11/0100:00)
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つくば2～4の水位が，例年春～秋に低下するのは，
周囲の揚水によると考えられる6
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関東地域地下水観測結果長期（時間値）
(2010/11/0100:00-2012/11/0100:00)
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コメント：＄;保守．
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近畿地域の地下水位・歪観測結果(2012年8月～2012年10月）
産業技術総合研究所

2012年8月～2012年10月の近畿地域におけるテレメータによる地下水位およびボアホール型歪計による地殻歪（水
平3成分）の観測結果を報告する。観測点は14点（観測井は16井戸）である（第1図）。同期間中に第1図で示す
範囲内で.M4以上で深さ30kmより浅い地震は、無かった。M4以上で深さ30kmより深い有感地震は、無かった。
第2～6図には、2012年5月～2012年10月における地下水位1時間値の生データ（上線）と補正値（下線）を示す。
ボアホール型歪計が併設してある観測点については、同期間における歪3成分の観測値（生データ）も示す。歪の
図において「N120E」などと示してあるのは、歪の方向が北から120度東方向に回転していることを示す。水位補正
値(corrected)は、潮汐解析プログラムBAYTAP-Gによって、気圧・潮汐・不規則ノイズの影響を除去した結果であ
る。なお.tkz・ysk・ystl-yst2およびyst3は地上より上に水位が来るので，井戸口を密閉して水圧を測定し，そ
れを水位に換算している。hksではケーシングを二重にして，外管で浅い方の地下水位(hks-o)を，内管で深い方

の地下水位(hks-i)をそれぞれ測定し，別々の観測井にカウントしている。

ikdの地下水位の2012年9月13日から10月26日までの欠測は観測小屋の整備工事のため（第3図)ahrbの地下水位

の短期的な上下変化は口元から雨が流れ込んだためと思われる（第4図）。

これらのデータ(グラフ等)は,http://riodb02.ibase,aist.go.jp/gxwe11/GSJ/index.shtmIで公開されている。
（北川有一・小泉尚嗣・高橋誠・佐藤努・松本則夫・大谷竜・板場智史・桑原保人･佐藤隆司・木口努・長郁夫）

136.8.E136.E135.E134E

35.8.N

hno

ohrl

0
●
雌ysk

■
yst

35N

tk溜るi臥獄bk
幹 ＜］

．t蝦○・
口口 認､#･kry

憲鐸。 〃

go」
ー

kmk、
一

025
一

025
●

34.N

Fig.1観測点分布図（●・■）。●は地下水のみの観測点で，
■はボアホール型歪計を併設している観測点。



ATMOSPHERICPRESSURE(yst)
hPa
lO20

mm/hRAINFALL(yst) 60

960

Did

0

Did
ミOllNl〕Alトド

】11【】I、そ

3 3

ndDid

】11【】1，2－

wwWv̂
⑨
一
Ｌ

、
一
一
匹

】Ⅱ‐【二1－【

ndnd
】11【】I、そ

の
一
一
色2

1Qnth＝を8卜

[x10-9x10-9

20002000

GROUNDWATERLEVEL
ndDid

44

〕II－(：1－【

10
ハ
エ
画
一
》

ｎ
叩
Ｕ0806 0705

2012

Fig.2
産業技術総合研究所資料



ATMOSPHERICPRESSURE(ing)
hPa

lO30
RAINFALL(ing] mm/In

60

970

nd

0

M
GROUNDWATERLEVEL

】11【】I、そ

2
ｒ
〃
凸

】II－【：1－【

1QDth＝1【〕（

[xE-9xE-9

600〔6000

GROUNDWATERLEVEL
Didm

】11【】I、左

55

】IIeCleL

1eDth＝3()［

xE-9xE-9

5000500（

GROUNDWATERLEVEL
[mDid

〕11〔】111ぞ
β
』

ｒ
ｊ
Ｌ

〕ⅡeCleL

100901070605

20;

Fig.2
産業技術総合研究所資料



ATMOSPHERICPRESSURE(sed)
mm/h

60

0

nd
GROUNDWATERLEVEL

m

22

STRAN
1eDTn＝bと [x10-9x10-9

10001000

GROUNDWATERLEVEL
車
■
■
■
■
’
’
一Ⅲｆ[nd

恥
Ｉ

〕11【】1，を
反
Ｊ

Ｆ
【
■
Ｕ

夕些ミドギニ＝
〕Ⅱe(二Ie【

sed
肋］Did

〕11【】1，2－

33 〕IIeCIeL

100908070605

2012

Fig.4
産業技術総合研究所資料



ATMOSPHERICPRESSUREohr)
hPa
lO10

mm/h
60

RAINFALLohr

950

nd

0

Did
ぐ(）ljNl〕トド

ｎ
一
〃
」

⑥
一
色

】I＝Cl‐【

STRAIN
】e【

[x10-9x10-9

20002000

GROUNDWATERLEVEL
Mnd no

original 故
障 22

COrrected

STRAIN
deDth=270m

[x10-9x10-9

故
障

50005000

10090806 0705

2012

Fig.5
産業技術総合研究所資料



ATMOSPHERICPRESSURE(goj)hPa

1010
mm/h

RAINFALL(goj) 60

950

bid

0

Did
GROUNDWATERLEVEL

morigmc
ｎ
一
一
一
″
』 2

】Ⅱ=【：I‐【

Dnnd

】11【】111ぞ

とごﾂ醐 ｎ
一
一
〃
』2

】ⅡeCIe【

gqi
DidDid

〕11（】l『Iそ

ｎ
一
一
巴2

〕II＝【：I＝【

hks-i
ndDid

】11【】lIIr－

22

10090806 0705

2012

Fig.6
産業技術総合研究所資料



紀伊半島～四国の地下水･歪観測結果(2012年8月～2012年10月）

産業技術総合研究所

産業技術総合研究所催総研)では､2007年度から東海･紀伊半島･四国の14点で地下水等総合観測施設

を順次整備し､地下水･歪等の観測を開始している｡既存の4観測点と合わせて､観測点配置図を第1図に示

す。

第2～34図には､2012年5月～2012年10月における歪･傾斜･地下水位の1時間値の生データ(上線)と補

正値(下線)を示す｡歪･傾斜の図において｢N120E｣などと示してあるのは､歪･傾斜の測定方向が北から120

度東方向に回転していることを示す｡補正値は､潮汐解析プログラムBAYTAP-G[Tamuraetal.,1991]によっ

て､気圧･潮汐･不規則ﾉｲヌの影響を除去した結果である｡歪･傾斜のグラフについては､直線トレンド(1次トレ

ンド)を除去している｡第35～40図には､産総研で決定した､エンベロープ相関法による深部低周波微動の震

源の時空間分布および個数を示す。

東海全体(RTO～3)で微動の発生回数が50個/日以上の日を含む期間(その期間については､回数が20個／

日以上で活動開始､20個/日未満で活動終了と判断する)については､第2～6図および第35～36図に灰色網

掛けにてその期間を主な活動地域(RTO～3)と共に表示した｡紀伊半島全体(RKO～4で微動の発生回数が

50個/日以上の日を含む期間(その期間については､回数が20個/日以上で活動開始､20個/日未満で活動終

了と判断する)については､第6～19図および第37～38図に灰色網掛けにてその期間を主な活動地域(RKO

～4)と共に表示した｡四国東部(RS4-RS6)の合計で微動の発生回数が25個/日以上の日を含む期間(その期

間については､回数が10個/日以上で活動開始､10個/日未満で活動終了と判断する)については､第20～28

図および第39～40図に灰色網掛けにてその期間を主な活動地域⑱S4～6)と共に表示した｡四国西部(RSO

~RS3)の合計で微動の発生回数が100個/日以上の日を含む期間(その期間については､回数が20個/日以

上で活動開始､20個/日未満で活動終了と判断する)については､第25～34図および第39～40図に灰色網掛

けにてその期間を主な活動地域(RSO-3)と共に表示した。

歪･傾斜の変化から短期的SSEの断層モデルを推定したイベントについて､その解析結果を報告する｡断層

モデル推定手法については､解析結果の後に示す。

2012年8月12日～14日午前にかけて､三重県中部～奈良県東部県境付近において活発な深部低周波微

動活動が観測され(第41図)､同時期に産総研の多成分歪3観測点､傾斜2観測点､防災科研Hi-net高感度加

速度計傾斜)3観測点において変化が観測された(第42図)｡断層面の推定を行った結果を第43図に示す｡推

定されたMwは5.7であった｡すべり面直上の観測点が少ないため､断層面の大きさに関しては任意‘性が高いと

考えられる。

三重県中部では､89日前の5月15日～16日午前にかけて三重県中部～伊勢湾でMw5.8,120日前の4月

14日～16日にかけてMw5.6,188日前の2月6日午後～11日にかけてMw5.7の短期的SSEが発生したと推定

されている(第43図)。

2012年8月16日～18日(期間A)にかけて長野県南部で､19日～25日側問B)にかけては愛知県北東部に

おいて活発な深部低周波微動活動が観測され(第44図)､期間Aでは産総研の多成分歪1観測点､気象庁の多

成分歪6観測点で､期間Bでは産総研の多成分歪2観測点､気象庁の多成分歪7観測点において変化が観測

された(第45図)｡2つの期間について断層面の推定を行った結果を第46～47図に示す｡なお､気象庁掛川富

部観測点の水平歪1は､期間中にローカルな変位によると推定される異常な変化が､気象庁浜松春野観測点
の水平歪1はﾉｲヌレベルが高いため､動成分を除く3成分のみを解析に使用した｡2つの期間において推定さ
れたMwはそれぞれ5.8,5.9であった｡期間Aに関しては､直前の降雨の影響が残っているため､誤差が大きい

と考えられる。

長野県南部～愛知県北東部県境付近で活発な深部低周波微動活動が観測されたのは2010年11月以来で
ある。

2012年9月4日～5日にかけて､豊後水道において活発な深部低周波微動活動が観測され(第48図)､産総

第197回地震予知連絡会資料産業技術総合研究所



研の多成分歪1観測点､防災科研Hi-net高感度加速度計(傾斜3観測点において変化が観測された(第49図)。

これらの観測結果から断層面の推定を行った結果を第50図に示す｡推定されたMwは5.6であった｡この領域

及び断層面に隣接する四国西部では､94日前の2012年5月26日～6月2日午前にかけて､Mw5.5~

Mw5.7(3期間に分割)の短期的SSEが発生したと推定されている。

2012年10月2日頃～4日午前にかけて､三重県中部付近において活発な深部低周波微動活動が観測され

(第51図)､産総研の多成分歪3観測点および傾斜1観測点､気象庁の多成分歪計2観測点､防災科研Hi-net

高感度加速度計傾斜)3観測点において変化が観測された(第52図)｡これらの観測結果から断層面の推定を

行った結果を第53図に示す｡9月30日頃に降った大雨の影響をなるべく避けるため､解析の開始日を､10月2

日とした｡終了日は､微動を参考に4日12時までとした｡推定されたMwは5.7であった｡大雨の影響も含まれ、

断層面の位置および大きさに関しては任意‘性が高いと考えられる｡断層面に隣接する奈良県東部～三重県中

部付近では､48日前の8月12日～14日午前にかけて､短期的SSEが発生したと推定されている(第53図)。

三重県中部では､138日前の5月15日～16日午前にかけて三重県中部～伊勢湾でMw5.8の短期的SSEが

発生したと推定されている。

2012年10月27日～29日午前にかけて､奈良県南部において活発な深部低周波微動活動が観測され(第54

図)､同時期に産総研の多成分歪1観測点において変化が観測された(第55図LMwを把握することを目的に

観測結果から断層面の推定を行った結果を第56図に示す｡推定されたMwは5.5であった｡最終解については、

断層の位置･大きさを微動域に限定している。

奈良県南部では､140日前の2012年6月8日午後～9日にかけてMw5.6の短期的SSEが発生したと推定さ

れている｡なお､ItabaandAndo[2011]によると､同領域の平均的な活動間隔は120±20日である。

2012年10月31日～11月5日にかけて､愛知県中部において活発な深部低周波微動活動が観測され(第57

図)､産総研の多成分歪2観測点､気象庁の多成分歪計5観測点､防災科研Hi-net高感度加速度計傾斜)5観

測点において変化が観測された(第58図)｡微動の時空間分布および歪･傾斜変化から期間を期間A(10月31

日～11月2日)と期間b(ii月3日～5日)の2つに分けて､断層面の推定を行った結果を第59～60図に示す｡推

定されたMwは期間Aで5.5､期間BでMw5.7であった｡断層面に隣接する長野県南部～愛知県北東部では、

63日前の2012年8月16日～25にかけて､Mw5.8およひⅧw5.9の短期的SSEが発生したと推定されている(第

59～60図)。

愛知県中部では､217日前の3月23日午後～28日午前にかけてMw5.7の短期的SSEが発生したと推定され

ている｡この領域における2008年5月以降の7回(今回を除く)の活動の発生間隔は198～266日間である。

解析方法

短期的SSEの断層面推定には､それぞれの観測点の水平歪4成分･体積歪･地下水圧･傾斜2成分の記録を

用いる｡地下水圧は､01およびM2分潮の振幅をBAYTAP-G[Tamuraetal.,1991]により計算し､G0TIC2

[Matsumotoetal.,2001]により推定した地球個体潮汐および海洋荷重潮汐(01およびM2分潮)との振幅比を
用いて､体積歪に変換する｡歪･地下水･傾斜ともに､観測波形からBAYTAP-Gにより､気圧応答成分､潮汐成

分およびホワイトﾉｲヌ成分を取り除く｡また､イベント直前の期間を用いて1次トレンドも取り除く｡微動活動も参

考にして､数時間～半日単位で活動開始･終了時期を判断し､その期間の変化量を短期的SSEによる変化量

とする｡その際､歪についてはMatsumotoetal.[2010]の手法で理論潮汐歪を用いてキヤリブレーションを行

っている。

断層面の推定は､計算時間の短縮と､推定された結果の一意‘性を確認するために2段階で行う｡断層面推定
は板場ほか[2012]の手法を用いた｡フィリピン海プレート境界面上[弘瀬ほか、2007]に多数の断層面を仮定し
てグリッドサーチにより推定する｡仮定した断層面上のすべりによって各観測点で期待される歪変化の計算には
Okada[1992]のプログラムを用いる｡1段階目には､断層面のサイズは固定(幅･長さ共に20km)､断層面の位

置(0.1．間隔)およびすべり量(1～100mmの間で1mm間隔)のみ可変として広範囲で計算を行う｡1段階目の
結果を示す図では､それぞれの断層面において最適なすべり量を与えたときの､観測値と計算値(期待佃との
残差分布を示している｡これにより､短期的SSEが生じている可能‘性が高い領域を絞り込むとともに､推定され
た結果の任意'性を確認することが出来る｡2段階目には､1段階目で絞り込んだ領域(＝残差が小さい領吻付
近で､位置及びすべり量に加えて､断層面の長さを10～80km､幅を10～50km､それぞれ1km間隔で可変と
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して計算を行なう｡その結果､観測値との残差が最小となる断層面が1つ計算されるが､計算に使用している観

測点数が少ない場合や､断層面と観測点配置の関係によっては任意‘性が高くなるので注意が必要である｡な

お､異種観測値を統合して解析するため､観測点ごとに残差をﾉｲスレベルによって規格化している｡ノイズレ

ベルは､気圧応答､潮汐成分およびホワイトﾉｲヌ成分を取り除いた後微動活動が活発な期間および周辺の日

雨量50mmを超える時期を除く)の24時間階差の2aとした。

深部低周波微動の検出･震源決定には､エンベロープ相関法を用いている。
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第1図:地下水位観測点の分布図（●・■・▲）。●はデジタル方式の石井式歪計・傾斜計を
している新規観測点、■はGladwin式歪計・ミツトヨ式傾斜計を併設している新規観測点、▲はア

ナログ方式の石井式歪計を併設している既存の観測点二灰色の領域は短期的SSE及び深部低周波微
動が定常的に発生していると考えられる地域：

第1表二産総研観測点の新名称二平成23年1月17日から「市町村名｣＋｢町・字名等」を基本とす

る名称に変更している･なお、3文字コードは変更していない。

3産誠旧名称 新名称新名称ふりがな市区町村図

TYS登田下山→豊田神殿とよたかんどの愛知県豊田市2,3

TYE豊橋東→I豊橋多米とよはしため愛知県豊福市4，5

HTS秦荘→ 愛荘香ウ序 あいしょうこうのしょ三 温寅県愛知郡変壮町

ANO安濃→津安渥つあの号 ＝童県津市7‘8

ITA飯高赤桶→I松鴎鯖暮まつさかいいたか三重県松阪市9,1垂

MYM海山→紀北海山きほくみやま三重県北牟婁郡紀北町11,12

にU井内浦→熊野磯崎くまのいそぎき三重県熊野市13‘14

HGM本官＝純→田辺本官’たなべほんぐう和歌山県田辺市15,16

KST串本津荷変更無し｜串本津荷くしもとつが和歌山県東牟婁郡串本町17,1薯

NGR根来→I岩出東坂本｜いわでひがしさかもと和歌山県岩出市湾

BND板東→｜嘱門大麻なるとおおあさ徳島県鳴門市20
ANK阿南桑野変更篭し阿南桑野あなんくわの徳島県阿南市21,22

MUR室戸→室戸鐸むろとみさを高知県室戸市23,24

KO〔高知市→高知五台山こうちごだし,さん高知県高知市25,26

55K須崎→須鰭大谷すさきおおたに高知県須崎市27,28

TSS土佐清水今土佐溝水松尾とさしみずまつお高知県土佐清水市29,ﾖ0

UWA宇和→西予宇和せいようわ 愛媛県西予市31,32

MAT松山→松山南江戸まつやまみなみえど愛媛県松山市ﾖﾖ』34
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(2012/05/0100:00-2012/11/0100;00)
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~F;BAYTAP-Gにより潮汐･気圧応答･ﾉｲス成分除去､tiltは1次トレンドも除去
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下:BAYTAP-Gにより潮汐･気圧応答･ﾉｲス成分を除去後､1次トレンドも除圭
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第5図TiltandgroundwaterlevelatTYEandTYH(時間値）
(2012/05/0100:00-2012/11/0100:00) 第6図CrustalstrainsandgroundwaterlevelatHTS(時間値）

(2012/05/0100:00-2012/11/0100:00)
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下：BAYTAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去、tiItは1次トレンドも除去
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上：strainは1次トレンドを除去

下：BAYTAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、strainは1次トレンドも除去

第8図TiltandgroundwaterlevelatANO(時間個
(2012/05/0100:00-2012/11/0100:00)

第7図CrustalstrainsatANO(時間値）
(2012/05/0100:00-2012/11/0100:00)
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AN01:Screendepth=502.7-513.6[GL-m]
AN02:Screendepth=197.5-208.5[GL-m]
AN03:Screendepth=12.0-22.9[GL-m]
上：tiItは1次トレンド除去

下：BAYTAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分除去、tiltは1次トレンドも除去
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Straimeterdepth＝588.9-5卯.3［GL-m］
上：1次トレンドを除去

下：BAyTAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、1次トレンドも除去
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第10図TiltandgroundwaterlevelatITA(時間
(2012/05/0100:00-2012/11/0100:00)
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第9図CrustalstrainsatlTA（時間値）
(2012/05/0100:00-2012/11/0100:001
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lTA3：Screendepth＝10.8-16.3［GL-m
上：tiltは1次トレンドを除去

下：BAYTAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、tiItは1次トレンドも除去
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Straimeterdepth＝181.3-183.6［GL-m］
上：1次トレンドを除去

下：B剛TAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、1次トレンドも除去

第12図TiltandgroundwaterlevelatMYM(時間値）
(2012/05/0100:00-2012/11/0100:00)

第11図CrustalstrainsatMYM(時間値）
(2012/05/0100:00-2012/11/0100:00)
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MYM1：Screendepth＝418.9-429.8［GL-m
MYM2:Screendepth=140.3-151.1[GL-m]
MYM3：Screendepth＝19.9-25.3［GL-m
上：tiltは1次トレンドを除去

下：BAYTAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後､tiltは1次トレンドも除去
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上：1次トレンドを除去

下：B州TAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、1次トレンドも除去

第197回地震予知連絡会資料産業技術総合研究所

ITA1t

-二二雪合一上△GbG00，

一 三里＝

lTA1t

『ｒ
一

ITA1g

鮮騨

ITA3g

－‐』

｛

’

陣

’

N

］

■

似

］

b

■

-X(+:N180Eup;

~－－

-Y(+:N270Eup)

~や蜘幸や

ndwaterIeve

*創鎮ラ揮郷
ndwaterleve

一一

や国土嘩蝿一頭頓

昌鱗舜至郷

lTA2f

■■

－

ITA2卜

--△

‐ロマ

一 一

恥
鐸
州
蝉

zontalstrain-0（§

△_－

一

zontaIstrain-1（’

一
一
一

ｌ
‐
●

●
，
４
－
１
．
‐
口
上

je:

－

一
燭
、
‐
到
刻

’

雪
岬
受
岬
～

～

網

《

好ご~~､'v"w辱く誤F

1dWaterIeveI

1dwaterIeveI

1

ジミニミニニ

mdwaterIevel

『‐~ﾛ▼

匹血■‐_△且一▲一生ロ

．’~~ﾏｰ･ｰ▼伊V’｡

=ご=ﾆﾐグﾐ

ﾆﾆﾆﾆブﾐ

zontalstrain-1(N!

▲』､'
..』._､凸幽仙一

pGHfrr化.色．__｡..△．．.‐

＝ﾏー‐~面園一一

－

zontalstrain-2（服

L皇室ｼミ
zontaIstrain-3（N

‐‐．.▲Q且▲_‐‐一五・●もL－a

－ ‐ロマーロ？‐

MⅧ11

型

【ﾏﾏー v‐

zontalstrain-4（N1

～= 圭一■■_

2E

~■

一 ､一一ﾏーー

‐
１
１
MⅧ11

～＝＝

icalstrain

一

1
盲



第14図TiltandgroundwaterlevelatICU(時間値）
(2012/05/0100:00-2012/11/0100:00)
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第13図CrustalstrainsatICU(時間値）
(2012/05/0100:00-2012/11/0100:00)
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Tiltmeterdepth＝587.7と588.5［GL-mA;2012/05/o5愛知県西部の地震鯛.3
ICU1:Screendepth=522.5-533.4[GL-m]82012/07/26種子島近海の地霞幽.7
1CU2：Screendepth＝95.7-106.6［GL-m］
lCU3：Screendepth＝13.4-18.8［GL-m］
上：tiItは1次トレンドを除去

下：BAYTAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、tiltは1次トレンドも除去
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Tiltmeterdepth=371.9-372.7[GL-m]
HGM2:Screendepth=180.9-191.8[GL-m]
HG鯛：Screendepth＝24.3-29.8［GL-nq
上：tiltは1次トレンドを除去

下：BAYTAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、tiltは1次トレンドも除去
tiIt-Xは振り切れにより欠測
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Straimleterdepth＝372.7-374.1［GL-m］
上：1次トレンドを除去

下：BAyTAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、1次トレンドも除去
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第18図TiltandgroundwaterlevelatKST(時間値）
(2012/05/0100:00-2012/11/0100:00)

RK3,4RK1RK2．RK2.3RK3
第17図CrustaIstrainsatKST（時間値）
(2012/05/0100:00-2012/11/0100:00)
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Tiltmeterdepth＝589.0-589.8［GL-m
KST1：Screendepth＝509.2-520.2［GL-刺
KST2：SCreendepth＝132.9-143.9［GL-m］
KST3：Screendepth＝20.4-30.6［GL-ni
上：tiltは1次トレンドを除去

下：BAYTAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、tiltは1次トレンドも除去
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Straimeterdepth＝589.8-591.2［GL-mq
上：1次トレンドを除去

下：B州TAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、1次トレンドも除去

第20図CrustalstrainsandgroundwaterlevelatBND(時間値）
(2012/05/0100:00-2012/11/0100:00)
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第19図CrustalstrainsandgroundwaterlevelatNGR(時間値）
(2012/05/0100:00-2012/11/0100:00)
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Strai”eterdepth＝616［GL-m］
Screendepth＝408.9-446.5［GL-m
上：strainは1次トレンドを除去

下：BAYTAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、strainは1次トレンドも除去

2012

Straimleterdepth＝495.0-498,0［GL-m］
Screendepth=419.9-430.8[GL-m]
上：strainは1次トレンドを除去

下：BAYTAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、strainは1次トレンドも除去
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第22図TiltandgroundwaterlevelatANK(時間値）
(2012/05/0100:00-2012/11/0100:00)
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第21図CrustalstrainsatANK(時間値）
(2012/05/0100:00-2012/11/0100:00)
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Straimneterdepth＝166.0-168.3［GL-m］
上：1次トレンドを除去

下：B州TAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、1次トレンドも除去
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Tiltmeterdepth＝616.7-617.3［GL-m］

州K1：Screendepth＝488.8-516.0［GL-m］
州K2：Screendepth＝89.7-100.5［GL-m］

州K3：Screendepth＝16.2-21.6［GL-m］
上：tiltは1次トレンドを除去

下：BAYTAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、tiltは1次トレンドも除去

第24図TiltandgroundwaterlevelatMUR(時間値）
(2012/05/0100:00-2012/11/0100:00)
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第23図CrustalstrainsatMUR(時間値）
(2012/05/0100:00-2012/11/0100:00)
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TiItmeterdepth=586.7-587.5[GL-m]A2012/07/26租子島近海の地躍幽.7
MUR1:Screendepth=407.5-418.4[GL-m]8:2012/07/29パブアニユーギニア、
MUR2:Screendepth=130.1-141.0[GL-m]ニユーアイルランドの地震“5
MUR3:Screendepth=19.6-30.5[GL-m]0:2012/09/08伊予灘の地麓M4.5
上：tiltは1次トレンドを除去0:2012/10/27高知県中部の地麗幽.5
下：BAYTAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、tiltは1次トレンドも除去
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2012

Straimeterdepth＝587.5-588.9［GL-耐
上：1次､トレンドを除去

下：BAYTAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、1次トレンドも除去

第197回地震予知連絡会資料産業技術総合研究所

■－－

－ － 蛭

’二コ
酔
鰐
仁
雌
Ｆ

:ilt-X(+:N147Eup)

-----

lt-Y（+:N237El

[roundwaterlevel

r

券

1

酷
ｆ
，
韻
Ｊ
宮
‐
・
』
．

故
障

■
■
ｒ
上
．
設
一
■
ｒ
ｒ
Ｊ
設
昭
串
・
韻
ｒ
・
．
‐
・
・
仙
！
“
・
‐
一



第26図TiltandgroundwaterlevelatKOC(時間値）
(2012/05/0100:00-2012/11/0100:00)
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Straimeterdepth=201.3-2036［GL-m］
上：1次トレンドを除去

下：BAYTAP-GIこより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、1次トレンドも除去
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Tiltmeterdepth＝5971-5977［GL-m］A:2012/10/27高知県中部の地度N4.5
KOC1：Screendepth＝4861-507.1［GL-m］

KOC2sScreendePth＝1691-173.9IGL-m］

KOC3；Screendepth＝2Q6-254［GL-m］
上:tiItは1次ﾄﾚﾝドを除去

下:BAYTAP-Gにより潮汐・気圧応答･ﾉｲス成分を除去後､Liltは1次ﾄﾚﾝにも除去

第28181TiltandgroundwaterlevelatSSK(時間値）
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第27図CrustalstrainsatSSK（時間値〉
(2012/05/0100:00-2012/11/0100:00)
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TiItmeterdepth＝201.6-2022［GL-m］
SSK1：ScreendePth＝355.5-371.9［GL-m］
SSK2：Screendepth＝90.9-101.9［GL-m］
SSK3：Screendeptll＝16.0-21.5［GL-m］
上：tilLは1次トレンドを除去

下：BAYTAP-Gにより潮汐，気圧応答・ノイズ成分を除去後、tiltは1次トレンドも除去

’［.．

0 50607080910

2012

Straimneterdepth＝576.7-5781［GL-m］
上21次トレンドを除去

下男BAYTAP-Gにより潮汐･気圧応答・ﾉｲス成分を除去後､1次トレンドも除去
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第30図TiltandgroundwaterlevelatTSS(時間値）
(2012/05/0100:00-2012/11/0100:00)
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Tiltmeterdepth＝586.2-587.0［GL-mA:2012/05/25伊予漣の地震M4.o
TSS1：Screendepth＝467.7-473.2［GL-m］B:2012/10/10日向漣の地震M4.5
TSS2：Screendepth＝238.9-244.3［GL気､］
TSS3：Screendepth＝129.1-134.6［GL-m］
上：tiltは1次トレンドを除去

下：BAYTAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、tiItは1次トレンドも除去
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Straimleterdepth＝587.0-588.4［GL-m］
上：1次トレンドを除去

下：B剛TAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、1次トレンドも除去

第32図TiltandgroundwaterlevelatUWA(時間値）
(2012/05/0100:00-2012/11/0100:00)
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第31図CrustalstrainsatUWA(時間値）
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Ⅷ
紬
０

RSO､1．2．3

1侭職裟ﾆﾆﾚへT¥YM/VS
100

mm/h]

0

1010

fhPfi 』hI

96〔
(N222E）orizontalstrain-1U’

差 卿1 画一-＝･今・一一･-坐_一・“・・－‘－－－坐血一一_山一
5.0

10‐

▲-▲‐血一一手一一ﾑｰｰ-1口-

ｒ
Ⅲ
１
曲
ｌ
ｕ
ｌ
凶
Ｉ
Ⅲ
ｌ
幽
Ｉ
ｕ
い

黛陸蝿5.0

10‐

5.0

10‐

5.0

10‐

5.0

10‐

』『UnW圃BrEVt

ﾄﾆﾐﾆﾐ悪r~K こﾐｵ手当が

1

2012

TiItmeterdepth=589.2-590.0[GL-m]A:20l2/05/25伊予識の地霞M4.o
UWA1:Screendepth=446.4-457.4[GL-m]8:2012/09/08伊予灘の地震H4.5
UWA2:Screendepth=68.9-79.9[GL-m]0:2012/10/14日向灘の地震M4.1
ⅧA3：Screendepth＝13.6-18.4［GL-m］
上：tiItは1次トレンドを除去

下：BAYTAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、tiItは1次トレンドも除去
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2012
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第34図TiltandgroundwaterlevelatMAT(時間値）
（2012/05/0100:00‐2012/11/0100:00）
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第42図:紀伊半島における歪・傾斜観測結昇
(2012/08/0400:00‐2012/08/1900:00）
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断層サイズを固定した場合の断層モデル､残差分布
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第44図:2012/8/150:00-8/260:00における東海地方の深部低周波微動の時空間分布図皇

エンベローブ相関法により決定。
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第43図:(上段)プレート境界面上のバッチ(断層面)をすべらせた際の､歪･傾斜の観測値と計算値の残差分
布図｡断層面サイズは固定(20x20km)｡黒色矩形は最小残差の断層面を表す｡このバッチのすべり量､Mwを
下部に示している｡残差の小さい領域(色の濃い領域)が狭くコントラストも高いため､任意性が低いと考えら
れる。

（下段)断層面推定結果(黒色矩形)｡灰色の矩形は､北東から南西に向かってそれぞれ､2012年5月15-16
日､同年4月14-16日､同年2月9-10日に発生した短期的SSEの推定断層面を示す｡傾斜の観測値･モデルか
らの計算値との比較を地図内に､主歪の観測値とモデルからの計算値との比較を右側に示すも
（共通)小さい黒色丸印は産総研による深部低周波微動の震央位置を示す｡黒色太字は産総研の､黒色細
字は防災科研Hi-netの観測点の観測点名を示すも
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期間A 断層サイズを固定した場合の断層モデル､残差分布
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第46図:(上段)プレート境界面上のバッチ(断層面)をすべらせた際の､歪･傾斜の観測値と計算値の残差分

布図｡断層面サイズは固定(20x20km)｡黒色矩形は最小残差の断層面を表すbこのパッチのすべり量､Mwを
下部に示している｡残差の小さい領域(色の濃い領域)が広くコントラストが低いため､任意性が高いと考えら
れる。

（下段)断層面推定結果(黒色矩形)｡主歪の観測値とモデルからの計算値との比較を右側に示すも
（共通)小さい黒色丸印は産総研による深部低周波微動の震央位置を示す｡黒色太字は産総研の､灰色は
気象庁の観測点を示す6
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期間言
断層サイズを固定した場合の断層モデル､残差分布

otremor(AlST）
3.4

3.2

｜
厄
二
で
扇
①
』８

３
２

134．132

2.6

2.4

13X1註 I』34.

多成分歪計主歪比較

TYS|̂ 1
推定断層モデル

otremor(AIST）

TYE

]|根本町東藤J

掛Ill富部

浜松春野

浜松宮ロ

浜松佐久間

売木岩倉

新城浅谷

銭、
緑

km

O50 l…－－

〃／
I『~

1 11

03040506

第48図:2012/9/30:00-9/70:00における四国の深部低周波微動の時空間分布図。

エンベローブ相関法により決定。〈
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第47図:(上段)プレート境界面上のパッチ(断層面)をすべらせた際の､歪･傾斜の観測値と計算値の残差分
布図｡断層面サイズは固定(20x20km)｡黒色矩形は最小残差の断層面を表すbこのバッチのすべり量､Mwを
下部に示している。

（下段)断層面推定結果(黒色矩形)｡主歪の観測値とモデルからの計算値との比較を右側に示或
（共通)小さい黒色丸印は産総研による深部低周波微動の震央位置を示す｡黒色太字は産総研の､灰色は
気象庁の観測点を示或
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断層サイズを固定した場合の断層モデル､残差分布
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第50図:(上段)プレート境界面上のバッチ(断層面)をすべらせた際の､歪･傾斜の観測値と計算値の残差分

布図｡断層面サイズは固定(20x20km)｡黒色矩形は最小残差の断層面を表す｡このパッチのすべり量､Mwを
下部に示している。

（下段)断層面推定結果(黒色矩形)｡傾斜の観測値･モデルからの計算値との比較を地図内に､主歪の観
測値･モデルからの計算値との比較を右側に示すも

（共通)小さい黒色丸印は産総研による深部低周波微動の震央位置を示すも黒色太字は産総研の､黒色細
字は防災科研Hi-netの観測点を示す6
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136。
第52図:愛知県～三厘県における歪・地下水・傾斜観測結果

（”12/的/22叩”-2012ﾉ10ﾉ08”“）
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第51図:2012/9/290:00と10/60:00における紀伊半島の深部低周波微動の時空間分布図。
エンベロープ相関法により決定。
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断層サイズを固定した場合の断層モデル､残差分布
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第54図:2012/10/260:00-10/310:00における紀伊半島の深部低周波微動の時空間分布図。
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第53図:(上段)プレート境界面上のバッチ(断層面)をすべらせた際の､歪･傾斜の観測値と計算値の残差
分布図｡断層面サイズは固定(20x20km)｡黒色矩形は最小残差の断層面を表或このバッチのすべり量、
Mwを下部に示している｡残差の小さい領域(色の濃い領域)が広くコントラストが狭く､任意性が高いと考
えられる。

（下段)断層面推定結果(黒色矩形)｡傾斜の観測値･モデルからの計算値との比較を地図内に､主歪の
観測値とモデルからの計算値との比較を右側に示す｡灰色の矩形は､最近周辺で発生した短期的SSEの
推定断層面を示す6

1:2012年5月15-16日,2:同17-20日,3:同21-22日,4:6月8-11日,5:12-14日,6:8月12-14日午前
（共通)小さい黒色丸印は産総研による深部低周波微動の震央位置を示す｡黒色太字は産総研の､黒
色細字は防災科研Hi-netの観測点を､灰色は気象庁の観測点名を示す。
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断層サイズを固定した場合の断層モデル､残差分布
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第55図:紀伊半島における歪・地下水・傾斜観測結果
(2012/10/1800:00-2012/11/0100:00)
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第56図:(上段)プレート境界面上のパッチ(断層面)をすべらせた際の､歪･傾斜の観測値と計算値の残差

分布図｡断層面サイズは固定(20x20km)｡黒色矩形は最小残差の断層面を表すもこのパッチのすべり量、
Mwを下部に示している｡解析に使用しているのが1地点のみであり､残差の小さい領域(色の濃い領域）
が広くコントラストが狭く､任意性が高い。

（下段)断層面推定結果(黒色矩形)｡位置･大きさを､微動が活発な領域に限定して推定した｡主歪の観
測値とモデルからの計算値との比較を右側に示すb灰色の矩形は､2012年6月8日午後～9日にかけて発

生した短期的SSEの推定断層面を示すも

（共通)小さい黒色丸印は産総研による深部低周波微動の震央位置を示或
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第57図:2012/10/300:00-11/60:00における愛知県周辺の深部低周波微動の時空間分布図。
エンベローブ相関法により決定。
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第60図:(上段)プレート境界面上のバッチ(断層面)をすべらせた際の､歪･傾斜の観測値と計算値の
残差分布図｡断層面サイズは固定(20x20km)｡黒色矩形は最小残差の断層面を表す｡このパッチのす
べり量､Mwを下部に示している｡残差の小さい領域(色の濃い領域)が狭くコントラストも高いため､任
意性が低いと考えられる。

（下段)断層面推定結果(黒色矩形)｡傾斜の観測値･モデルからの計算値との比較を地図内に､主歪
の観測値とモデルからの計算値との比較を右側に示す6灰色の矩形は､周辺で最近発生した短期的
SSEの推定断層面を示す6

1:2012年8月16-18日,2:同19-24日,A:同年10月31-11月2日(期間A)
（共通)小さい黒色丸印は産総研による深部低周波微動の震央位置を示すb黒色太字は産総研の、
黒色細字は防災科研Hi-netの観測点を､灰色は気象庁の観測点名を示す6

第59図:(上段)プレート境界面上のバッチ(断層面)をすべらせた際の､歪･傾斜の観測値と計算値の
残差分布図｡断層面サイズは固定(20x20km)｡黒色矩形は最小残差の断層面を表或このバッチのす
べり量､Mwを下部に示している｡残差の小さい領域(色の濃い領域)が狭くコントラストも高いため､任
意性が低いと考えられる。

（下段)断層面推定結果(黒色矩形)｡傾斜の観測値･モデルからの計算値との比較を地図内に､主歪
の観測値とモデルからの計算値との比較を右側に示す｡灰色の矩形は､周辺で最近発生した短期的
SSEの推定断層面を示すも
l:2012年8月16-18日,2:同19-24日

（共通)小さい黒色丸印は産総研による深部低周波微動の震央位置を示す6黒色太字は産総研の、
黒色細字は防災科研Hi-netの観測点を､灰色は気象庁の観測点名を示す6
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神奈川県西部地域の地下水位観測(2012年8月～2012年10月）

神奈川県温泉地学研究所・産業技術総合研究所

1．はじめに

神奈川県温泉地学研究所では，神奈川県西部地震の予知研究の一環として，第1図・第1表に示し

た6箇所に地下水位観測施設を整備し地下水位の連続観測を行っている。2012年8月-2012年10月の期間

に重点をおいた観測結果を報告する。

2．観測

第1図の6箇所の観測点では，地下水位の他，気圧･降水量も1分サンプリングで観測を行っている

・得られたデータは，1日1回テレメータにて温泉地学研究所に送信される。

3．結果（第2～3図）

結果を第2図（原則1時間値，真鶴・二宮のみ24時間平均値）と第3図(原則0時の瞬時値）に示す。第

1図の範囲内(北緯35～35.5度，東経138.9～139.4度）で,2012年8月～2012年10月に深さ30km以浅でM4

以上の地震はない．また，同期間で，上記以外の地震で，観測点周辺で震度2以上の揺れをもたらした

ものは，

1)2012年8月20日20時42分頃に発生した茨城県南部の地震(M5.2,深さ57kni,観測点周辺の震度1-2
’

2)2012年9月14日2時22分頃発生した千葉県北東部の地震(M5.1,深さ37km,観測点周辺の震度は1-2)

である．これらの地震の前後に特に異常な変化はない（板寺一洋・原田昌武・小泉尚嗣）。

138.9 139.4
35.5

参考論文

横山尚秀・他，1995，神奈川県西部地震予知のた
めの地下水位観測施設と地下水位解析，温泉地学
研究所報告，26,21-36.

第1図地下水観測点の分布（●）と1月28日の

山梨県東部・富士五湖の地震の主な震央（★）。
●1：大井，●2：小田原，●3：南足柄，●4
本，●5：真鶴，●6：二宮。

湯

35.0

第1表：地下水観測点の概要（横山･他，1995）－

10km

神奈川県温泉地学研究所。産業技術総合研究所資料

観測点名
標高

m)

深度

(m)

スクリーン

(m

センサー位置

(m
帯水層の地質

大井 41 30（ 270～300 12 更新；充(固結レキ層）

小田原 22 30〔 270～300 15 更；訴統(固結泥岩層1

南足柄 14《 150 120～150 32 足 月層群(固結レキ層】

湯本 67 300 250～300 2〔 早川漁I灰角レキ岩

真鶴 40 300 250～300 4§
ｄ
ｑ
ｄ 看；長古其 外 諭山溶岩

二宮 51 500 450～500 13 先 窮四系(固結レキ層I



神奈川県西部地域の地下水位観測中期(時間値）
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神奈川県西部地域の地下水位観測長期

2011/11/100:00-2012/10/3123:00
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鳥取県・岡山県・島根県における温泉水・地下水変化（2012年8月～2012年10廓

鳥取大学工学部・産業技術総合研究所
1．はじめに

烏取県・島根県・岡山県は温泉が多く，その所在も地震活動と関連していると考えられる．この地

方の特徴を生かし，国際ロータリー第2690地区，鳥取県西部地震義援金事業の一環として，温泉水の
時間変化を観測網を山陰地方（鳥取県西部地震周辺及び鳥取県東部・岡山県北部地域）に整備し，地

震活動との関連を調べている．

2．観測

現在観測を行なっている地点は7点である（第1図）。観測方法としては，温泉井に水位計や温度計

（分解能:1/100℃）を設置し，測定値をデータロガーにいったん収録した後、観測センター（烏取

大学工学部）へ電話回線を利用して転送する.観測センターには，データの回収・記録・解析システ

ムを設置し，温泉データを地震データ等と比較して関係を調べる解析の結果は，速報として観測セ

ンターのホームページで公開している(http://www.geosd.jp/onsen_k/index.htm)。
水位・水温の測定インターバルは10秒で1分間の平均値を記録している．温度センサーは，事前の
温度検層により，湯谷温泉等を除いて、最も温度変化の大きい位置（深さ）に設置している（鳥取温

泉175m,岩井温泉150m,三朝温泉25m,奥津温泉130m等).なお，湯谷（第1図の6)と吉岡(7)で
は,2012年度からデータを現地集録に切り替えている。
3．結果（第2～4図）

結果（原則として1時間値）を第2～4図に示す。気圧や気温の記録は，鳥取や松江の気象台の測定
値を用いている。2012年8月～2012年10月の間に,第1図の範囲内(北緯34.8～35.8度，東経132.4~
134.6度）で深さ30km以浅でm以上の地震はない。また、観測点周辺に震度2以上の揺れをもたら
した地震もない（野口竜也・香川敬生・西田良平。小泉尚嗣）。

第1図鳥取気象台（□）と松江気象台（△）および温泉水・地下水観測点（●）の分布雪：
1：鳥取温泉，2：岩井温泉，3：三朝温泉，4：奥津温泉，5：鴬の湯温泉，
6：湯谷温泉，7：吉岡温泉
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*7/28～8/2,8/13～10/31計器不良のためデータ欠損
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6:2012/11/312時-11/69時
断層サイズを固定した場合の断層モデル､残差分布
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図28:(上段)プレート境界面上のパッチ(断層面)をすべらせた際の､歪･傾斜の観測値と計算値の残
差分布図｡断層面サイズは固定(20x20km)｡赤色矩形は最小残差の断層面を表すbこのパッチのすべ
り量､Mwを下部に示している｡残差の小さい領域(色の濃い領域)が狭くコントラストも高いため､任意
性が低いと考えられる。

（下段)断層面推定結果(赤色矩形)｡傾斜の観測値･モデルからの計算値との比較を地図内に､主歪
の観測値とモデルからの計算値との比較を右側に示す6灰色の矩形は､周辺で最近発生した短期的
SSEの推定断層面を示す6

1:2012年8月16-18日,2:同19-24日,A:同年10月31日0時-n月3日12時(期間A)
（共通)小さい青色丸印は産総研による深部低周波微動､小さい緑色丸印は気象庁一元化カタログ
による低周波イベントの震央位置を示すb黒色は産総研の､青色は防災科研Hi-netの観測点を､緑色
は気象庁の観測点名を示す6
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断層サイズを固定した場合の断層モデル､残差分布
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図28:(上段)プレート境界面上のパッチ(断層面)をすべらせた際の､歪･傾斜の観測値と計算値の残
差分布図｡断層面サイズは固定(20x20km)｡赤色矩形は最小残差の断層面を表すbこのパッチのすべ
り量､Mwを下部に示している｡残差の小さい領域(色の濃い領域)が狭くコントラストも高いため､任意
性が低いと考えられる。

（下段)断層面推定結果(赤色矩形)｡傾斜の観測値･モデルからの計算値との比較を地図内に､主歪
の観測値とモデルからの計算値との比較を右側に示す6灰色の矩形は､周辺で最近発生した短期的
SSEの推定断層面を示す6

1:2012年8月16-18日,2:同19-24日,A:同年10月31日0時-11月3日12時(期間A)
（共通)小さい青色丸印は産総研による深部低周波微動､小さい緑色丸印は気象庁一元化カタログ
による低周波イベントの震央位置を示す6黒色は産総研の､青色は防災科研Hi-netの観測点を､緑色
は気象庁の観測点名を示す6
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図28:(上段)プレート境界面上のパッチ(断層面)をすべらせた際の､歪･傾斜の観測値と計算値の残
差分布図｡断層面サイズは固定(20x20km)｡赤色矩形は最小残差の断層面を表すbこのパッチのすべ
り量､Mwを下部に示している｡残差の小さい領域(色の濃い領域)が狭くコントラストも高いため､任意
性が低いと考えられる。

（下段)断層面推定結果(赤色矩形)｡傾斜の観測値･モデルからの計算値との比較を地図内に､主歪
の観測値とモデルからの計算値との比較を右側に示すb灰色の矩形は､周辺で最近発生した短期的
SSEの推定断層面を示すも

l:2012年8月16-18日,2:同19-24日,A:同年10月31日0時-11月3日12時(期間A)
（共通)小さい青色丸印は産総研による深部低周波微動､小さい緑色丸印は気象庁一元化カタログ
による低周波イベントの震央位置を示す6黒色は産総研の､青色は防災科研Hi-netの観測点を､緑色
は気象庁の観測点名を示す6



6:2012/11/312時-11/69時
断層サイズを固定した場合の断層モデル､残差分布
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図28:(上段)プレート境界面上のパッチ(断層面)をすべらせた際の､歪･傾斜の観測値と計算値の残
差分布図｡断層面サイズは固定(20x20km)｡赤色矩形は最小残差の断層面を表すbこのパッチのすべ
り量､Mwを下部に示している｡残差の小さい領域(色の濃い領域)が狭くコントラストも高いため､任意
性が低いと考えられる。

（下段)断層面推定結果(赤色矩形)｡傾斜の観測値･モデルからの計算値との比較を地図内に､主歪
の観測値とモデルからの計算値との比較を右側に示す6灰色の矩形は､周辺で最近発生した短期的
SSEの推定断層面を示す6

1:2012年8月16-18日,2:同19-24日,A:同年10月31日0時-11月3日12時(期間A)
（共通)小さい青色丸印は産総研による深部低周波微動､小さい緑色丸印は気象庁一元化カタログ
による低周波イベントの震央位置を示すも黒色は産総研の､青色は防災科研Hi-netの観測点を､緑色
は気象庁の観測点名を示すも


